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平成３１年 第１回 定例教育委員会 会議録 

招集日時 平成３１年１月２３日  午後６時３０分 

開会日時 平成３１年１月２３日  午後６時３０分 

閉会日時 平成３１年１月２３日  午後７時３７分 

開催場所 ふじみ野市役所第二庁舎３階 Ｂ３０１会議室 

教 育 長  朝 倉   孝 

委 

員 

出 

席 

状 

況 

席番 氏  名 出席別 説明のため出席した者 

１ 冨田信太郎 出 教 育 部 長 土屋 浩 出 社会教育課長 高崎直成 出 

２ 塩野 好一 出 学校教育管理監  朝倉美由紀 出 主幹兼大井図書館長 宮井さゆり 出 

３ 伊藤 英夫 出 副参事兼教育総務課長 皆川恒晴 出 主幹兼大井中央公民館長 岩崎明央 出 

４ 丸山  昇 出 学校教育課長 榎本 崇 欠 主幹兼上福岡歴史民俗資料館長 橋本鶴人 出 

 学校給食課長 小林 清 出 主幹兼あおぞら学校給食センター所長  岡田 彰 出 

  社会教育委員会議議長 斎藤 宏 出 

書  記 教育総務課主事 太田 一真 傍聴人数 １人 

会 議 概 要 

議  事  等 

第１号議案「ふじみ野市立小・中学校職員服務規則の一部を改正することについて」（可決） 

第２号議案「市指定文化財の指定について」（可決） 

報告事項「ふじみ野市社会教育委員会議への諮問について（答申）」（承認） 

報告事項「ふじみ野市の部活動の在り方に関する方針の制定について」（承認） 

【非公開】 

第３号議案「ふじみ野市教職員人事の内申について」（可決） 

報告事項「専決処理に関する報告について（ふじみ野市教育委員会職員の人事について）」（承

認） 

  

 (１８時３０分) 

教育長 

 

 

教育長 

〇開会の宣告 

ただ今から、平成３１年第１回定例教育委員会会議を開催いたします。 

  

〇会議録の承認 

まず始めに、前回定例会会議録の承認についてです。 
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各委員 

教育長 

各委員 

教育長 

 

 

 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事前に委員の皆様にお配りしておりますが、何か確認事項等はございま

すか。 

（なし） 

特にないようですので、この内容で承認してよろしいでしょうか。 

（異議なし）。 

それでは、会議録につきましては、この内容で承認といたします。 

後ほど、委員の皆様の御署名をお願いします。 

 

〇教育長からの報告 

次に、報告をさせていただきます。 

１ 学校について 

インフルエンザによる学校閉鎖、学級閉鎖が増えております。 

今年の特徴は、東地域の学校が増えておりまして、西地域の学校につい

ては、まだそれほどではないところでございます。しかし、これだけ乾燥

しておりますので、今後増えていくのではないかと思っております。 

報道では長野の小学６年生の児童が亡くなったということもありますの

で、各学校の学校医の方々と綿密な連絡を取りながら、インフルエンザ等

の予防、そして重篤化にならないように注意をしてまいりたいと思ってお

ります。 

２ 地域協働学校について 

 来年度に向けて、着々と準備が整っております。私が市内各小中学校に

出向きまして、地域向け、教職員向けにそれぞれ説明をしております。明

日も、駒西小学校のＰＴＡに対して、約１時間の説明をしてまいります。

また、来週は、駒西小学校と福岡中学校の教職員を対象に説明をしていき

ます。出来れば、１９校×２倍の計３８回の説明をしながら、地域協働学

校が市内全校で着実に進められるようにしてまいりたいと思っておりま

す。 

また、先々週に民生委員さんの会合の場をお借りして、主任児童委員、

民生委員の皆様に地域協働学校の目指すものを御理解いただくということ

で、説明をさせていただいております。着実に地域への説明、学校への説

明を進めている状況でございます。 
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各委員 

教育長 

各委員 

 

 

教育長 

 

 

 

教育長 

教育部長 

 

 

教育長 

 

 

 

 

各委員 

教育長 

 

 

教育長 

 

 

学校教育管理監 

 

 

 

以上、報告させていただきましたが、確認事項等はございますでしょう

か。 

（なし） 

よろしいでしょうか。 

（了承） 

 

〇本日の議事 

それでは議事に入ります。本会議に提案させていただいた議事の件数は、

議案３件、報告事項３件です。 

 

〇提案理由の説明 

では、教育部長から議案３件の提案理由をお願いします。 

（議案書に基づき提案理由を説明） 

 

〇非公開及び審議順序の変更 

ここでお諮りします。本日の報告事項のうち、件数番号３番の第３号議

案、ふじみ野市教職員人事の内申について及び件数番号４番のふじみ野市

教育委員会職員の人事に係る専決処理の報告は、審議の順序を変更し、報

告事項の最後に非公開として御審議いただきたいと思いますが、よろしい

でしょうか。 

（了承） 

それでは、そのように決定いたします。 

 

〇第１号議案 

はじめに、第１号議案、ふじみ野市立小・中学校職員服務規則の一部を

改正することについてを議題といたします。 

本議案の説明を学校教育管理監よりお願いします。 

 学校教育管理監、朝倉です。よろしくお願いします。 

 第１号議案、ふじみ野市立小・中学校職員服務規則の一部を改正するこ

とについてを説明いたします。 

 １枚おめくりいただきまして、規則の部分を読ませていただきます。 
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教育長 

 

教育長 

 

 

各委員 

教育長 

 

ふじみ野市立小・中学校職員服務規則の一部を改正する規則、ふじみ野 

市立小・中学校職員服務規則（平成１７年ふじみ野市教育委員会規則第１

６号）の一部を次のように改正する。第９条に次の１項を加える。２前項

の規定による願い出のうちあらかじめ教育長が指定したものについては、

校長が承認する。附則、この規則は、公布の日から施行する。ということ

でございます。 

 今回の改正では、教職員の職務専念義務免除願の承認者の変更を行うも

のでございます。１枚おめくりいただきまして、新旧対照表を御覧くださ

い。明確に記されているということではないのですが、現行では、校長そ

の他の教職員の職務専念義務免除願は、全て教育長が承認しておりました。

変更後は、改正案のところを御覧ください。校長はこれまで通り、教育長

が承認いたしますが、校長を除く教職員につきましては、あらかじめ教育

長が指定したものについては、校長が承認することということにいたしま

す。 

この改正の効果につきましては、学校の事務量が軽減されること、また、

急に職務専念義務免除の必要が生じた場合、例えば、緊急で人間ドック等

が必要になった場合等でございますが、学校で速やかに対応ができるとい

うことでございます。さらに１枚おめくりいただき、別紙を御覧ください。

教育長があらかじめ指定する、校長が承認できる職務に専念する義務の免

除の範囲については、こちらに定められております。細かくは読み上げま

せんが、かなり多数の範囲の中で、学校の事務量が軽減されるということ

を原案としております。以上で説明を終わります。御審議のほどお願いし

ます。 

この案件について、各委員の皆様から御質問がございましたらお願いし

ます。 

結論から言いますと、本来、校長が行っていかなければならないことを

全て教育長決裁にしていたのですが、校長で十分決裁出来るという判断で、

やらせていただければと思いますが、いかがでしょうか。 

（質問なし） 

よろしいでしょうか。 

質問がないようですので、お諮りします。 
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各委員 

 

 

 

教育長 

 

社会教育課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１号議案は原案のとおり決定してよろしいでしょうか。 

（全員賛成） 

 賛成総員と認め、第１号議案は、原案のとおり決定いたします。 

 

〇第２号議案 

続いて、第２号議案、市指定文化財の指定についてを議題といたします。 

本議案の説明を社会教育課長よりお願いします。 

 社会教育課、高崎です。よろしくお願いいたします。 

第２号議案 「市指定文化財の指定について」説明を申し上げます。  

答申書１枚目を御覧ください。この指定文化財につきましては、平成３

０年７月２５日付ふ教社第４０４号に市の指定文化財について、文化財保

護審議会に諮問し、平成３１年１月１１日に開催した平成３０年度第３回

文化財保護審議会において、文化財保護審議会会長から答申を受けたもの

でございます。  

答申の内容につきましては、「１ 文化財の種別及び種類」、「２ 文化財

の名称及び員数」に記されております「ハケ遺跡古墳群１号墳出土埴輪 人

物埴輪 ７点」を、有形文化財として市指定文化財として指定することが

ふさわしい、という答申でございました。 

「４ 概要」ですが、遺跡発見の経緯、埴輪の年代、埴輪の詳細につい

ては、第７回定例教育委員会議で説明いたしました内容とほぼ変わりませ

んが、ハケ遺跡古墳群そのものについては、昭和１２年では古墳と認識さ

れていたものが昭和４０年の調査で十三塚と評価がかわった事を確認する

ことができました。 

答申書の３ページ目、下から４行目、「５ 結論」を御覧ください。「ハ

ケ遺跡古墳群において人物埴輪を伴う古墳の発見は、権現山古墳群、権現

山北古墳群とともに、新河岸川右岸において古墳時代前期から連綿と墓域

として展開していたことを示している。さらに上記７点の人物埴輪は、入

間東部地区で初めて出土した人物埴輪であり、複数がまとまって出土して

いる点で、人物埴輪群像の構成や役割を考える上で貴重な資料である。今

まで明らかでなかったふじみ野市及び周辺地域の６世紀前半～中頃の様子

を知ることができるため、ふじみ野市の有形文化財として指定するにふさ
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教育長 

 

社会教育課長 

 

 

 

 

教育長 

社会教育課長 

 

教育長 

社会教育課長 

 

 

教育長 

 

 

社会教育課長 

 

 

 

 

     

冨田教育長職務代理者 

 

 

 

 

 

わしい。」との指定理由から、今回ふじみ野市指定文化財に指定してよろし

いか、御審議お願いいたします。 

今の説明で、１点補足説明をお願いします。古墳ではなく、十三塚であ

る可能性がある意味を説明お願いします。 

十三塚は中世の信仰として作られた塚であるという考えがございます。

昭和４０年に堀跡を調査しましたが、その時の所見では古墳ではないとい

う報告がされました。その後、昭和４０年以降、今回の発見に至るまでハ

ケ遺跡古墳が古墳であるという認識が教育委員会にはなかったという経緯

がありました。 

十三塚とは固有名詞なのですか。 

十三塚は全国にあるもので、はっきりしたことはわかっておりませんが、

中世に作られたであろう塚で、十三塚という一般名称で呼ばれております。 

一から十三というのはどういう意味があるのですか。 

伝承で一つ大きい塚があって、他に十二小さい塚があるということで、

十二支でありますとかそういったことを表しているのではないかという民

間伝承もございます。 

この案件について、各委員の皆様から御質問がございましたらお願いし

ます。 

 市指定文化財として指定することの効果について説明お願いします。 

 貴重な文化財であるということを市民にお知らせすることが出来るとい

うこと、保存につきましても、様々な予算措置をとりまして、公開や修復

を行っていくことが出来ますので、頭部だけしか残っていない埴輪の部分

などを修復して、皆さんにふじみ野市の歴史をより分かりやすく説明して

いくことが出来ると考えております。他に埴輪が出土した近辺を中心に、

遺跡としての周知をより図っていくことが出来ると考えております。 

資料を拝見させていただきまして、およそ東松山市周辺で作られたもの

であって、分布としては行田市の方から県北を中心に、県南の方まで勢力

が及んでいたのかということで貴重な資料だと思います。また、高崎課長

から周知という言葉がございましたが、例えば、さきたま古墳群に遠足や

社会科見学に行く、近隣ですと川越市の資料館に見に行くなどありますが、

ふじみ野市に育つ子どもが、地域に誇りを持つということが非常に大事で
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社会教育課長 

 

 

 

教育長 

 

 

各委員 

教育長 

 

 

教育長 

 

社会教育課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

あると思います。ふじみ野市には、そういった歴史がないのではないかと

思っている子どもも多いかなと思いますので、埼玉県の昔の時代からここ

には文化圏が存在していたことがわかる資料だと思いますので、周知を図

っていただきたいと思っております。 

市指定文化財になったということを広報３月号で周知します。また、３

月３０日に新河岸川の美化運動に合わせて福岡河岸記念館での特別公開を

考えております。ふじみ野市の市民や子どもが、地域に誇りを持てるよう

な形で文化財を広めていきたいと考えております。 

ほかに御質問はございますか。 

他に質問がないようですので、お諮りします。 

第２号議案は原案のとおり決定してよろしいでしょうか。 

（全員賛成） 

 賛成総員と認め、第２号議案は、原案のとおり決定いたします。 

 

〇報告事項 

次に、審議の順序を変更し、ふじみ野市社会教育委員会議への諮問に係

る答申について、社会教育課長より報告をお願いします。 

 社会教育課、高崎です。よろしくお願いいたします。  

報告事項「ふじみ野市社会教育委員会議への諮問について」（答申）につ

きまして報告をいたします。 

 平成３０年６月１４日付けで、ふじみ野市における今後の社会教育の在

り方について教育委員会からふじみ野市社会教育委員会議に諮問をいたし

ました。 内容につきましては、答申資料の諮問書にありますように「これ

からの社会教育が、共に生きる豊かな地域社会を構築していく役割を担っ

ていくうえで必要なものは何か」という諮問内容です。 

これを受けまして社会教育委員会議では、答申書最終ページの資料にあ

りますように、答申のための専門委員会を発足させ、答申案の作成に至っ

ております。答申案を 1 月２１日開催の第４回社会教育委員会議に諮り、

承認を経て教育長へ答申の手交式を行いました。 答申内容につきましては

社会教育委員会議の斎藤議長に報告をお願いしております。 

続いて、答申の内容について、ふじみ野市社会教育委員会議の斎藤議長
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社会教育委員会議長  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さんから御説明をお願いします。 

 社会教育委員の斎藤です。よろしくお願いします。 

 ふじみ野市における今後の社会教育の在り方について諮問を昨年６月１

４日に受けました。社会教育委員会議では、専門委員会を含めて一昨日こ

の答申をさせていただきました。その内容を御説明させていただきます。 

 資料の裏表紙をめくっていただきますと目次がありますが、大きく第１

章から第４章までの構成で書いております。第１章のとおり活動をして、

その結果をもとに第２章を実施し、第２章の結果、第３章、第４章といっ

た流れがありましたので、その順で御説明をさせていただきます。 

 第１章は「国（文部科学省）の答申等で示されている社会教育の方向性

について」ですが、社会教育というものは教育基本法、社会教育法そうい

ったところで規定されている活動ですので、そういったところから逸脱し

たような形で、ふじみ野市の社会教育の在り方を見ても仕方がないと思い

まして、まずは、中央教育審議会、その他の文部科学省の研究会等の報告

書を確認させていただきまして、国として社会教育の方向性があるのだと

いうことをまず把握いたしました。枠で囲ったものが確認していった報告

書になります。３ページ下部分に○が３つ、４ページに○が２つございま

すが、これが再確認したものとなります。 

そういった国の方向性を確認したうえで、４ページの後半にあります第

２章「ふじみ野市の社会教育の現状について」の確認作業に入りました。

５ページ下に記載されていますが、昨年度の社会教育委員調査・研究部会

で、社会教育事業の現状とあり方の調査と課題を分析しております。それ

を踏まえて、３公民館長に集まってもらい、現状の確認を進めてまいりま

した。昨年度の社会教育委員調査・研究部会で、確認されたものの抜粋は、

６ページの枠に入っておりますが、そういった内容の聞き取り調査を行い

ました。７ページの第３章の８行目、平成２０年２月、中央教育審議会答

申「新しい時代を切り拓く生涯学習の振興方策について」の中に「今後我

が国においては、個人の要望や社会の要請に応じて、国民が必要とする力

を身に付ける学習機会が提供され･･･」となっておりますが、３公民館長か

らの聞き取りでは、個人の要望に関しては、かなり受け入れられており、

色々な講座、同好会が進んできております。これは、社会教育施設だけで
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はなく、それ以外の施設も進んできていると感じられます。社会の要請に

応じることについては、これからさらに充実していかなければならないと

思っております。第２章の現状で考えますと、その部分の現状が薄いとい

う感覚でございます。そういったことが、現状の大きな課題として上がっ

ております。 

 ６ページ下にありますが、平成２７年度に教育委員会生涯学習課から生

涯学習機能を首長部局（協働推進課）に移管されました。ということで、

平成２７年度からは、生涯学習機能は首長部局で行い、そのかわりに社会

教育関係については、生涯学習課から社会教育課へ名称を変えて、教育委

員会で行っております。簡単に申しますと、２本線で平行して社会教育が

行われてきたと言えます。これは、特徴があって、利点があれば悪いこと

ではないのですが、協働推進課と社会教育課の連携がされておらず、社会

教育がうまく機能していないという印象がありましたので、協働推進課長、

生きがい推進係長に聞き取り調査を行いました。そうしたものを踏まえた

ものが、第２章「ふじみ野市の社会教育の現状」になります。 

そうしたところを確認したうえで、７ページにあります第３章「ふじみ

野市における社会教育の在り方について」を議論していきました。結論か

ら申しますと社会の要請というのは、地域というものが複雑化してきてい

ます。そういうことを考えますと、地域課題をしっかり捕らえて地域課題

解決学習を取り入れていかなければいけないのではないかと考えました。

したがいまして、これからの社会教育の在り方の１つ目としましては、地

域課題解決学習をいかに生涯学習の中に組み込んでいくかというところが

大きな要素になります。それから、社会教育を進めていくうえで、行政だ

けで進めていけるわけではございませんので、８ページにございますがふ

じみ野市の中に様々な人材、事業、施設がありますので、活用していかな

ければ効果は期待出来ません。特に人材については、実際にふじみ野市の

色々な委員会等で人材登録制度が取り入れられております。人材登録とい

うところまで進むのですが、そういう方々に学習をしていただいて、地域

の課題解決に向かっていただけるかというところの学習をどのようにして

社会教育で持っていくか大きなポイントになってきます。また、色々な事

業がそれぞれの部署で行われておりますが、それを社会教育として上手く
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連携するというところも１つの要素になります。それから、社会教育施設

やそれ以外の施設をどのように活用していくか、８ページ（３）にござい

ますが、社会教育の資源である、人材、事業、施設を上手く活用すること

がこれからの社会教育の在り方だと考えております。また、９ページにご

ざいますが、社会教育と生涯学習が非常に曖昧であり、生涯学習と言いま

すと、個人の学習に焦点が当たり過ぎるので、社会の要請にもう一度戻し

て、地域という意味での公民的なものも教育の中に取り入れていくことを

強く考えております。そうしたものをこれからは社会教育としてやってい

くべきだと考えております。これが、第３章で私たちが活動した内容にな

ります。    

とは言いながら、具体的に色々なことを行っていかないといけませんの

で、社会教育としてもどういうことをやればいいのかと言うことで、１０

ページにありますように第４章「ふじみ野市における今後の社会教育を充

実するための提案について」を答申に入れさせていただきました。１１ペ

ージに概念図が２つ載っているのですが、簡単に御報告させていただきま

す。 

１１ページの上の枠の中なのですが、これから社会教育が担うべき役割

と考えております。これは家の形になっており、屋根があり、柱があり、

土台があります。土台のところが、今盛んに行われている生涯学習になり

ます。この土台はしっかりしてきているのですが、社会の情勢を入れ込み

ながら、さらに土台をしっかりして、最終的な目標は屋根の部分なのです

が、学びの場を中心とする新しい地域づくりをどんどんと加えていかなけ

ればいけません。こうした学びの場から地域づくりへ持っていくために、

３本の大きな柱を作っていかないとしっかり出来ません。学習体系の整理

という１番左の柱は、個人の学習だけでなく、社会の要請も含めた整理を

しまして、足りないものは作っていかなければならないのですが、そうし

た学習体系を見直して行っていく必要があります。真ん中の柱は、やはり

人材が一番大きくなりますので、役割別の人材育成を社会教育で行ってい

かなければなりません。人材は、色々な種類の人材を作らないといけませ

ん。そして、１番右の柱は、やはり社会教育を進めていくうえでは、行政

のネットワーク、学習者のネットワーク、官民を含めた地域のネットワー
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ク、そうしたネットワークを上手く作っていく必要があります。ですから、

社会教育を担うべき役割と書いてありますが、土台から屋根に向かって、

３本の柱をしっかり作り上げていくことが社会教育の役割だと考えまし

た。そのようなことをするためには、何を行ったら良いのかは１１ページ

の下の概念図２のアクションプランになります。 

アクションの１から５まで考えておりますが、一番上が生涯学習の更な

る充実、上の図では土台の部分になります。アクション２は、市民人材が

出来ないとまずいので、上の図では真ん中の柱になります。そうしたこと

を行い、上の屋根の部分も意識してもらいたいので、アクション３として

地域参画への意欲をしっかり行っていく。そして、アクション４としまし

て、上の柱の右手になりますが、ネットワークを行政、学校、ＮＰＯ、大

学、企業、もちろん個人を含めて作っていく。こうしたことを行っていき

ますと、安定もしてきますが規模も大きくなりますので、一番下は行政だ

けで全て出来ることではありませんので、人材、ノウハウ、資金、教育施

設をトータルに考えていくようなアクションを進めようと考えまして、持

続可能な社会教育を作っていきます。そうした流れを社会教育活動のアク

ションプランと考えました。 

それからもう１つ概念図３として、１３ページになりますが、教育長も

学校でお話されているということだったのですが、社会教育でも果たすべ

き役割であろうと考えております。概念図の上半分は学校教育でカバーし

ていくエリアですが、下のところは社会教育が行うエリアになります。で

すから、上の学校教育と下の社会教育が重なるところがありまして、それ

が学校運営協議会として位置づけられるものにしていかなければ長続きも

しませんし、一般の市民たちが協力しようとなっていきませんので、ここ

を両者が重なっていくように持っていければ、社会教育にとりましても、

非常に大きな要素だと思いまして、先ほどの概念図を載せました。そうし

た形で、１４ページと１５ページに今までお話した社会教育の在り方につ

いてまとめを９つ御覧いただければと思います。 

これは答申の報告ではあるのですが、これをもとにしまして、基本計画、

実行計画に持っていっていただきたいと思いまして、御報告させていただ

きました。 
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ありがとうございました。まず、委員の皆様から御質問を受ける前に教

育委員会を代表して、私からの諮問に対してこのように丁寧に、そして慎

重に御審議をいただいて、本市の社会教育の在り方について、明確に方向

性を示していただいたことに対して、心から感謝を申し上げたいと思いま

す。誠にありがとうございます。 

それでは、ただ今の報告事項について、委員の皆様から御質問がござい

ましたらお願いします。 

 地域協働学校推進のために社会教育が果たすべき役割という形で、非常

にすっきりとしていますが、実際に行うとなると深いと思います。それを

全体的にすっきりとまとめていただきまして、これからしっかりと頑張っ

ていかなければならないのだと思いました。ありがとうございました。 

 斎藤議長、社会教育委員の皆様におかれましては、何度にも渡る専門委

員会議、社会教育委員会議で非常に熱い議論が交わされた結果が、この分

厚い内容になっているのだと伺い知れる御報告でございまして、非常に敬

意を表するところでございます。社会教育が過度期に入っていて、今まで

と同じように行っているだけでなく、変革を求められている中で、絶対的

な正解が存在しないものに対して、これだけ綿密に調べていただいて、ま

た、今後の方向性まで示していただいて非常にすばらしいと思っておりま

すが、特に地域協働学校における社会教育に関わる方々の協力が不可欠と

いうことが読み取れますので、これから本市の教育行政の根幹になってい

くところだと思っております。今後とも社会教育委員の皆様におかれまし

ては、この地域協働学校に対して色々な御意見をいただきながら、協働し

ていくことが大事だと思いますので、この度はすばらしい答申をいただき

ましてありがとうございました。 

国の教育審議会が、昨年の１２月２１日に出したこれからの社会教育施

設、人口減少社会における社会教育の在り方、あるいは、社会教育施設の

在り方を読み解いていきますと、結論は、本来の社会教育が持っていた機

能、公民館等社会教育施設が持っていた機能にもう一度原点に戻って、街

づくりにどのように施設が役に立つのか、あるいは社会教育が果たしてい

くのかという所に立ち戻ろうと読み取れます。 

そういう視点で今回の答申を読ませていただいても、やはり人づくり、
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街づくりの好循環をどう生み出していくのかという本来の原点に立ち戻っ

ていこうという姿勢が読み取れると思っております。 

今後、本市におきましては、社会教育の在り方、社会教育施設の在り方

が、現在の施設の老朽化に伴いまして、改めて見直されていこうという中

で、社会教育委員の皆様が答申に課していただいたソフトをどのようにし

てハードに落とし込んで行くかが課題かと考えております。具体的なソフ

トの面の考え方を具現化していくのが、行政に課せられた課題だと思って

おりますので、今後とも教育委員の皆様にも様々な御意見をいただきなが

ら、社会教育委員のそれぞれの知見を生かしていく方向で進めてまいりた

いと思っておりますので、今後とも連携を深めていきたいと思います。よ

ろしくお願いします。 

ほかに御質問はございますか。 

（質問なし） 

報告の内容のとおり了承してよろしいでしょうか。 

（異議なし） 

それでは、報告の内容のとおり了承いたします。 

 

〇報告事項 

次に、ふじみ野市の部活動の在り方に関する方針の制定について、学校

教育管理監より報告をお願いします。 

 学校教育管理監、朝倉です。よろしくお願いします。 

 ふじみ野市の部活動の在り方に関する方針について御説明します。 

 平成３０年３月に、スポーツ庁より「運動部活動の在り方に関する総合

的なガイドライン」が示され、それを受け平成３０年７月に、「埼玉県の部

活動の在り方に関する方針」が示されました。そのことに伴いまして、ふ

じみ野市といたしましても、中学校長の意見を聞きながら部活動の在り方

に関する方針をこれまで検討してまいりました。 

基本的には、国のガイドライン、県の方針に沿って市の方針を策定して

いるところです。市の方針の概要としましては、４ページ「適切な休養日

等の設定」、このあたりが非常に重要な部分でございまして、学期中は週当

たり２日以上の休養日を設ける、また、平日は少なくとも１日、土曜日及
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び日曜日は少なくとも１日以上休養日とする、また、週末に大会・コンク

ール等への参加等で活動した場合は、休養日を他の日に振り替える。 

２点目として、長期休養中の休養日の設定は、学期中に準じた扱いを行

う。また、一定程度長期の休養期間を設ける。 

３点目として、１日の活動時間は、長くとも平日では原則２時間程度、

学校の休業日は原則３時間程度とするとしております。 

次回の２月定例教育委員会議にて御協議いただくため、本日は先立って

本資料のみを提示させていただきました。御多用のところではございます

が、次回会議までに内容を確認していただきますようお願いいたします。 

また、今後市の方針が確定しましたら、各学校において活動方針を策定

し、ホームページにて公表する予定です。なお、この部活動に関すること

については、富士見市、三芳町との関わりが大変深いことから、２市１町

の合同検討会議を開きまして、各教育委員会の学校教育課課長、担当指導

主事、中学校長会の代表で協議をしているところでございます。主な協議

の論点としましては、公式の大会をどのように定義するのか、長期休業中

の活動日数などの調整をどのようにするのかというところでございます。

それぞれ意見がある中で、共通項を見出しながら進めているところでござ

います。 

以上で説明を終わります。 

今の説明につきましては、次回の教育委員会議でお諮りをするための事

前の資料提供でございます。今、管理監から説明ありましたが、この問題

は国、県のガイドラインにほぼ従った内容です。 

ただ、さらに細かく決めていかなければならないのは、公式大会とはど

のような大会にするのか、大会前の部活動の延長をどうしていくかを本市

だけで決めた場合、どうしても子どもたちや部活動の顧問から、うちだけ

弱くなってしまうのではないか、練習時間が少ないので負けてしまったと

なりかねませんので、これらが不公平にならないように統一していこうと

検討しているところです。ただ、本来は、決められた練習時間の中でいか

に質の高い練習にしていくかに軸足を置かなければいけないのですが、

中々そういうレベルのところに行かないところにつきましては、質ではな

く量的なところで統一せざる得ないところも残念ながらあるのは事実でご
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ざいますので、当面は量的な統一をいかに図っていくのかが課題になって

くると思います。 

ただ今の報告事項について、委員の皆様から御質問がございましたらお

願いします。 

 次回の定例教育委員会議で議題になるということでございますので、入

間東部では足並みを揃えてとございましたが、近隣の川越、所沢などの事

例があるようでしたら、お示しいただけるとありがたいと思います。 

 承知いたしました。入間北部の情報は得ておりますので、参考にしてい

るところですが、川越、所沢等は準備しておりませんので、準備してお示

しできるようにしたいと思います。 

ほかに御質問はございますか。 

（質問なし） 

報告の内容のとおり了承してよろしいでしょうか。 

（異議なし） 

それでは、報告の内容のとおり了承いたします。 

以上で、公開とする議案及び報告事項の審議を終了いたします。 

 

〇各課からの報告 

この後は非公開の審議になりますので、ここで各課から別件で報告をし

ておくべき事項がありましたらお願いします。 

（社会教育課長、大井図書館長より報告） 

 

〇次回の日程等 

続いて、次回の定例教育委員会会議についてです。 

次回は、平成３１年２月１５日(金）午後６時３０分から、会場は市役所

第２庁舎３階Ｂ３０１会議室を予定しております。 

なお、傍聴人の数ですが、５名までとさせていただきたいと思いますが、

いかがでしょうか。 

（了承） 

それでは、次回教育委員会会議の傍聴人は、先着順に５名を限度としま

す。 
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 (１９時３７分) 

それでは、ここからは非公開となりますので、教育部長、学校教育管理

監、教育総務課長以外の課長及び主幹並びに傍聴の方は退席をお願いしま

す。 

本日はお疲れ様でした。 

 

〇第３号議案 

ふじみ野市教職員人事の内申について【非公開】 

 

〇報告事項 

ふじみ野市教育委員会職員の人事に係る専決処理について【非公開】 

 

○非公開の解除 

ここで非公開を解除し、改めて「第３号議案、ふじみ野市教職員人事の

内申について」が可決されましたこと及び「ふじみ野市教育委員会職員の

人事に係る専決処理」が了承されましたことを御報告いたします。 

 

〇閉会の宣告 

以上で、平成３１年第１回定例教育委員会会議を閉会いたします。 

ありがとうございます。 

 

  
 


